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開催概要



開催概要

３

実施目的

実施概要

◼ スポーツ庁「スポーツキャリアサポート支援」事業 並びにスポーツキャリアサポートコンソーシアムのコ

ンセプトを発信

◼ 育成したアスリートキャリアコーディネーターの主旨と今後の展望について発信

◼ アスリートの人材価値を社会に広く発信

イベント名 : スポーツ庁委託「スポーツキャリアサポート支援」事業

Athlete Career Challengeカンファレンス 2022

アスリートのCX（キャリアトランスフォーメーション）への挑戦が切り拓く未来

～アスリートが社会全体の活性化の推進者として活躍する社会へ～

主催 : スポーツキャリアサポートコンソーシアム

企画 : スポーツキャリアサポートコンソーシアム運営委員会

運営 : 株式会社フューチャー・デザイン・ラボ

（スポーツ庁令和3年度「スポーツキャリアサポートコンソーシアムの運営」受託事業者）

株式会社MPandC

開催日時 : 2022 年 3 月 12 日（土）13:00~16:00

※プレス受付開始：12:30～

参加方法 : ライブ配信によるオンライン開催（登壇者・関係者のみ会場）

ライブ会場 : 赤坂インターシティコンファレンス（東京都港区赤坂１丁目８−１）

対象・人数 : 一般申し込み（zoom、もしくはYouTubeでの視聴）



構成
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進行構成（午後の部）

時間 LAP プログラム 登壇者

1 13:00 1 開会 司会

2 13:01 5 スポーツ庁 事業説明 室伏広治氏（スポーツ庁長官）

3 13:06 10 SCSC方針発表

高橋会長

久木留副会長

星野副会長

藤原副会長

4 13:16 8 質疑応答

5 13:24 6 フォトセッション （休憩）

6 13:30 55 トークセッションI
モデレーター：１名

登壇者：4名

7 14:25 10 休憩

8 14:35 40 トークセッションII
モデレーター：１名

登壇者：4名

9 15:15 2 入替

10 15:17 40 トークセッションIII
モデレーター：１名

登壇者：4名

11 15:57 3 閉会挨拶 藤原副会長

12 16:00 終了



プログラム



Athlete Career Challenge カンファレンス2022
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開催趣旨

アスリートキャリアに関して、スポーツ内外の知見を共有し、スポーツ庁が推進するスポーツキャリアサポー

トコンソーシアムの取組を広く社会に発信し、事業の推進を図る。

プレス発表 「スポーツキャリアサポート支援事業について、SCSCの方針」

トークセッション１「アスリートが語るライフキャリアデザインの課題と提言」

トークセッション２「社会・企業で求められる人材とアスリート人材の可能性」

トークセッション３「アスリートキャリアコーディネーターが語る 課題とアクションプラン」



記録写真



新型コロナウイルス感染症対策

◼ 新型コロナウイルス感染症対策として、会場に来場する関係者やメディアを事前に把握した。

◼ 来場者には事前にマスク着用のお願いをし、当日は手指消毒の徹底と検温を実施した。

◼ 当日は会場の換気、関係者を管理するためのパスの配布を行った。

◼ トークセッション時には登壇者間にパネルを置き、登壇者間で飛沫がかからないような対策を実施した

。また、スライド送りのために使用するクリッカーを登壇者へ渡すときは、スタッフが除菌シートで拭いた

上で次の発表者へお渡しした。

◼ 関係者席も間隔を1m以上開けることができるような配置に設定し、スタッフ全員のマスクの着用を

徹底した。
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Athlete Career Challenge カンファレンス2022
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ACCカンファレンス トークセッション①
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ACCカンファレンス トークセッション②
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ACCカンファレンス トークセッション③ 、閉会

フォトセッション中やトークセッションの合間に、昨

年のカンファレンスでご登壇いただいた原監督よ

り頂いた、「アスリートに向けたコメント」に関する

動画を放映した。
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広報・PR



集客・告知①

集客と告知については、Athlete Career Challenge カンファレンス2022のチラシの作成、PR 
TIMESでの掲載、申し込みサイトの作成、メディアへの取材申し込み書の配布、事後速報リリースの
配布を実施した。

チラシの作成
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集客方法・告知②

PR TIMESでの告知

2022年2月25日10時にPR TIMESにて以下のプレスリリースを掲載。
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000004.000073531.html
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集客方法・告知③

集客・申し込みサイト

PASSMARKETにて以下の広報サイトと申し込みサイトを作成し、2月7日に公表。
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集客方法・告知④

メディアへの周知

2月19日にメディアへの周知を実施。
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集客方法・告知⑤

メディアへの周知

メディア申し込みサイトを2月11日に開設。
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集客方法・告知⑥

登壇者である中西選手の記事をYahoo！ニュースに掲載

トークセッション１に登壇する中西麻耶選手の記事を3月6日のYahoo!ニュースに掲載をした。記事内

ではパラアスリートとしてのキャリアの考え方という内容や本カンファレンスの申込サイトのURLに関しても

記載されている。本記事を通じ、一般の方だけでなく「パラアスリート」へのカンファレンス広報という新たな

取り組みを実施した。

URL:https://news.yahoo.co.jp/articles/6a861d08ce125ddd1a6f50266f24bb1cfb 

d43823
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集客方法・告知⑦

事後速報リリースの配布

3月12日のACCカンファレンス後、18時にPR TIMESにて以下の事後速報リリースを配信した。
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000005.000073531.html
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アンケート



アンケートの回答者を増やす工夫①

アンケートの回収率を増やすため、閉会後のスライドにアンケートへの誘導スライドを提示し回答を促した。ス
ライドにはQRコードを提示し、視聴者がスマートフォンでも回答できるようにするとともに、チャットでもURLを
送付し回収率の向上に努めた。
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アンケートの回答者を増やす工夫②

アンケートはMicrosoft Formsを使用し、PCやスマートフォンなどでもアクセスできるようにし、利便性を高
めた。

結果、222名の方にご回答いただいた。
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アンケート項目（ACCカンファレンス 1/2）

年齢

10代

20代

30代

40代

50代

60代以上

性別

男

女

どちらでもない

解答しない

ご職業

会社員（正社員）

会社員（契約社員）

公務員・団体職員（正社員）

公務員・団体職員（契約職員・非常勤）

自営業・自由業

会社役員・経営者

パート・アルバイト

学生（高校生以下）

学生（大学生）

学生（大学院生）

専業主婦・主夫

その他

所属名（任意）

手話通訳を利用しましたか。

はい

いいえ

「はい」と答えた人にお聞きします。視聴デバイスを教えてください。

スマートフォン

PC

その他

手話通訳の画面は、確認できるサイズでしたか。

よく確認できた

やや確認できた

どちらともいえない

あまり確認できなかった

全く確認できなかった

手話通訳の内容は、理解できましたか。

よく理解できた

やや理解できた

どちらとも言えない

あまり理解できなかった

全く理解できなかった

オンラインにおける手話通訳の利用について、改善点がありましたら教えてください。（任意）

参加動機を教えてください。

アスリートとして自分自身のキャリアについて考えているから

アスリートのキャリア支援に興味があるから

アスリートのキャリア支援に実際に関わっているから

アスリートの採用に興味があるから

トークセッションの登壇者に興味があったから

カンファレンスのテーマに興味があったから

スポーツに関するテーマに興味があったから

その他
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アンケート項目（ACCカンファレンス 2/2）

当てはまるものにチェックをつけてください。【プレス発表】スポーツキャリアサポート支援事業について

非常に参考になった

やや参考になった

どちらともいえない

あまり参考にならなかった

全く参考にならなかった

本プレス発表で具体的に印象に残ったことは何ですか。（任意）

プログラムの内容について、当てはまるものにチェックをつけてください。トークセッション①「アスリートが語るライフキャリアデザインの課題と提言」

非常に参考になった

やや参考になった

どちらともいえない

あまり参考にならなかった

全く参考にならなかった

本トークセッションで具体的に印象に残ったことは何ですか。（任意）

トークセッション②「社会・企業で求められる人材とアスリート人材の可能性」

非常に参考になった

やや参考になった

どちらともいえない

あまり参考にならなかった

全く参考にならなかった

本トークセッションで具体的に印象に残ったことは何ですか。（任意）

トークセッション③「アスリートキャリアコーディネーターが語る 課題とアクションプラン」

非常に参考になった

やや参考になった

どちらともいえない

あまり参考にならなかった

全く参考にならなかった

本トークセッションで具体的に印象に残ったことは何ですか。（任意）

アスリートキャリアコーディネーター育成プログラムを受講したいと思いますか。

大いにそう思う

ややそう思う

どちらともいえない

あまりそう思わない

全くそう思わない

スポーツキャリアサポートコンソーシアム（SCSC）について知っていましたか。

今回初めて知った

以前から知っていた

（企業・団体様向けのご質問）スポーツキャリアサポートコンソーシアム（SCSC）への加盟を希望、もしくは興味がありますか。

希望する

興味がある

希望しない

このカンファレンスの情報をどこで知りましたか？

SCSC会員として事務局からの告知

ACC受講生として事務局からの告知

SCSCのHP

SCSCのFacebook

SCSC会員の紹介

アスリートキャリアコーディネーターからの紹介

スポーツ庁のHP

スポーツ庁のFacebook又はTwitter

NPO法人キャリアコンサルティング協議会からの案内

NPO法人 キャリアカウンセリング協会からの案内

登壇者のSNS・紹介

プレスリリース・その他メディア掲載情報

その他

その他、ご意見・ご感想等あればご自由にお書きください。
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アンケート結果（ACCカンファレンス）
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アンケート結果（ACCカンファレンス）

27



アンケート結果（ACCカンファレンス）

※問7~10は手話通訳利用者に対してのアンケートであったが、手話通訳の利用がなかったためため割愛。
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アンケート結果（ACCカンファレンス）

本プレス発表で印象に残ったこと

29



アンケート結果（ACCカンファレンス）

本トークセッションで印象に残ったこと
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アンケート結果（ACCカンファレンス）

本トークセッションで印象に残ったこと
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アンケート結果（ACCカンファレンス）

本トークセッションで印象に残ったこと
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アンケート結果（ACCカンファレンス）

※問23~27はSCSC加盟に興味がある方へご案内するための質問（お名前やメールアドレス等）であるため割
愛。
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アンケート結果（ACCカンファレンス）
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アンケート結果（ACCカンファレンス）
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参加者、視聴者について



参加者について

Athlete Career Challenge カンファレンス2022
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項目 定義 人数

【お申込について】

お申込者
（Zoom）

PASS MARKET経由で研修にzoomでの参加でのお申し込みが
あった人数

387名

お申込者
（YouTube）

PASS MARKET経由で研修にYouTubeでの視聴でのお申し込
みがあった人数

338名

【当日のライブ配信視聴者について】

当日視聴者
（zoom）

当日にzoomで参加した方の総数 373名

当日視聴者
（YouTube）

当日にYouTubeで視聴した方の数（同時最大視聴者数） 191名

【アーカイブ配信について】

アーカイブ視聴者
（YouTube）

アーカイブ配信の視聴数（※2022年3月22日時点） 1,616回

ユニーク視聴者数 視聴した方の総数 980名

リピーター 2回以上視聴しにサイトを訪れた方の総数 252名

チャンネル登録者
増加数

本カンファレンスがきっかけでチャンネル登録をした方 47名

メディア関係

項目 定義 人数

現地取材メディア 会場に来場し取材を行ったメディア数 １社

Online Press
参加メディア

オンラインにてカンファレンスの様子を取材したメディア数 7社

クリッピング結果
ACCカンファレンス2022に関する記事を掲載したメディア
数

30社



参加者について
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178

79

11 17

71 71

Zoomでの視聴
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参加者について

16

81

66

12

35 32

130

項目 目標 結果（合計）

現役アスリート 100 23

指導者 50 52

NF、競技団体、チーム関係者 20 103

企業 30 145

39

4つの目標のうち3つの項目について達成した。アスリートの参加が少なかったのは、土曜日で の
開催であることでトレーニングや試合の日程と重なってしまったことが原因であると推測される。

YouTubeでの視聴



視聴者について

外部からの流入については、フェイスブックページからの流入が多かった。こちらはSCSCのフェイ
スブックページからアクセスした人が多かったことが推測される。
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YouTubeでの配信

(YouTubeの様子)
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(Zoomの様子)



総括



総括
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【当日までの準備について】

• ポスターの制作や広報・申込サイトの構築、PR TIMESへの掲載などについてはスポーツキャリアサポート

コンソーシアム様と連携し、納品することができた。

• 参加者の申し込みについて、Zoomでの参加が387名（当日受講者は373名）、YouTubeでの視

聴申込者は338名（ライブ視聴者は191名）であった。現役アスリートの申込者は23名、指導者は

52名、NF等関係者は103名、企業関係者は145名であった。現役アスリートの参加が少なかったのは、

土曜日での開催であることでトレーニングや試合の日程と重なってしまったことが要因であると推測される。現

役アスリートにライブで視聴してもらうためには、開催日時（曜日と時間）の検討が必要だと考える。

• 受講者より案内メールが届かない旨の問い合わせが5件ほどあったが、受講者へのメール再送等の迅速

な対応をしたことで、当日の問い合わせを最小限に抑えることができた。

【当日の運営について】

• 当日の受付での検温や消毒、マスク着用の徹底、メディア関係者、コンソーシアム関係者の把握など新

型コロナウイルス感染症の対策を万全にしスムーズに進行できた。感染症対策についてメディアからスタッフ

へ、当日の問い合わせ等は無かった。

【進行、各プログラムに関して】

• 全体の進行時間については、登壇者の方々も注意して時間をキープしていただいたことから、各プログラム

ともほぼ予定通りに進行することができた。登壇者との準備は、個々にご説明、当日の直前ミーティング

で、しっかりと事前準備・共有できたことが大きい。

• カンファレンスではスポーツ庁YouTube配信やZoomでの配信を音声トラブルや映像の乱れなどなく、ス

ムーズに実施することができた。手話通訳を入れるというオーダーについてもしっかり対応し、配信することが

でき、視聴者アンケートにも配信に関してポジティブな意見が多くみられた。


